
広く市民に交通安全思想の普及･浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけるとともに、市民
自身による道路交通環境の改善に向けた取組みを推進することにより交通事故防止の徹底を図る。

警察や関係者等と連携しながら、交通事故防止の徹底を図る。

今後の
方向性

交通安全環境を整備する交通安全
安全安心都市

施
策
の
大
綱

都市づくり部都市創生課　・　都市づくり部道路課

事業： 交通安全対策事業 0294

07

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

02第4章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

交通事故防止のために、様々な交通安全啓発事業を実施し、交通事故発
生件数の減少につながった。A

交通事故発生件数がH26の411件からH27は378件と33件減少した。

A
A

B

目

標

子どもと高齢者の交通事故件数の減少。
迷惑駐車が原因となる「緊急自動車の通行妨害」や「飛び出し事故」などを防止するためパトロールによる啓発を実施。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

26,224

6,006

2.50

0.40

6,006

0

0

0

一人あたり

世帯あたり 555

241

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

3,908

3,908

0

0

0

16,276

1.61

0.00

344

147

2,098

2,098

0

0

0

9,948

0.89

0.40

211

94

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

A

A
A

A

人件費

公債費

内
訳

20,218

0

事業費（決算額） 6,006

12,368

0

3,908

7,850

0

2,098 (千円)

 (千円)

 (千円)
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